	ニット製品製造業


ニット業界は、27年春から秋にかけては、カットソー商品を中心に比較的順調に推移していたが、11月頃からの気温の冷え込みの遅れで、本格的な冬物商品の動きが停滞している。国内生産は、一部に国内回帰の動きも見られ、比較的堅調に推移しているが、企業の生産能力が縮小しており、十分な対応は取れていない。また、採算面では、円安などによりコストの増加が進む一方で、市場の低価格志向は継続しており、利益の確保が課題となっている。今後は、新たな商品開発による付加価値の確保やインバウンドの増加など市場環境の変化への対応が、重要なポイントとなるとの話が多かった。
受注は比較的堅調
　ニット業界は、衣服・肌着ともに、ここ数年市場規模の縮小基調が続いていていたが、平成27年は春から夏、初秋と気温の変化など気候が順調に推移し、比較的堅調な動きとなっていた。しかし、秋以降は気温の低下が遅れていることから、セーターなど冬物商品の動きが悪く、今後に不安があるとの意見が聞かれた。
一方で、海外旅行者の増加に伴うインバウンド需要は、ニット商品に関しては影響が少ないものの、日本製品への需要は一定見られ、また雑貨など関連分野で受注の増加に繋がっているという企業もあった。
商品別では、セーターやカーディガンなどの横編商材については、秋冬の気候低下が遅れた影響で、定番商品の売れ行きが低調となる反面、カットソー商品やコーディガン（ロングカーディガン）など着用期間の長い商品は好調となっている。肌着関係は、速乾や発熱、防臭・抗菌などの機能面で特徴を有する商品が近年堅調に推移していたが、今年は革新的な商品の開発が少なく、概して厳しいとの意見が聞かれた。
また、販路別では百貨店や量販店などは、市場の本格的な回復が遅れているが、近年、ＷＥＢ通販の販売実績は伸びているとの話があった。
国内生産は二極化
　ニット製品の輸入は高いレベルで継続しているが、近年の円安による輸入コストの増加などもあり、頭打ち傾向も見られ、下着類に関しては4年ぶりに前年比減少に転じている（日本関税協会『日本貿易月報』）。それに対して、第三国への発注の他、一部で国内回帰の動きが見られている。しかし、国内の生産能力は縮小しており、急激な受注増への対応が難しく、また発注内容もコスト的に厳しいものもあり、対応できる企業は限られている。
そのような中、編立業者や縫製事業者など専門加工業者においては、社内の高齢化や設備の老朽化などを要因とする廃業の動きが続いている。
　収益、資金繰りは厳しい
　近年、市場の多様化に対応して、発注ロットの小口化や技術を要する複雑な製品の増加などから生産性向上が難しい一方で、ウールやカシミヤ、シルクなど天然素材を中心に原料コストが上昇しており、生産コストは上昇している。一方で、市場では低価格志向も根強く、利益確保に苦慮する企業が多くなっている。
そのような中でも、品質重視の高級品分野への特化や自社ブランド事業への進出、雑貨など異分野進出などで付加価値を確保し、収益体質の改善に取り組む企業もみられた。
　雇用環境は依然として厳しい
　近年、厳しい状況が続いているため、積極的に人材採用に取組む企業は少ないが、社内体制維持のための採用を進める動きは見られた。しかし、特に縫製などの専門加工業者においては、経験技術者が少なく、海外技術研修生でも十分な人数の確保が難しいとの話が聞かれた。
今後の見通し

　近年のカジュアル化の進展などから、ニット業界は今後も一定の受注増加が期待される状況にあるものの、消費者の低価格志向も依然として強いことから、慎重な見通しの企業が多かった。
そのため、オリジナルやキャラクターブランドなどの新商品開発、雑貨などのインバウンド対応、また新機能素材開発など、新たな挑戦を進めることで付加価値確保に成功している企業もあり、新たな取組への姿勢が企業業績の差に繋がっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野　顕弘）
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（百万円） 前年比 （百万円） 前年比

2010年 1,107,029 99.1% 26,047 89.9%

2011年 1,212,205 109.5% 29,657 113.9%

2012年 1,247,449 102.9% 31,692 106.9%

2013年 1,530,213 122.7% 37,892 119.6%

2014年 1,541,830 100.8% 35,192 92.9%

下着類
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資料：財務省貿易統計


[image: image2.emf]国内ニット製品の販売金額の推移

（百万円） 前年比 （百万円） 前年比

2010年 59,301 85.6% 39,813 92.3%

2011年 58,822 99.2% 37,183 93.4%

2012年 60,154 102.3% 37,766 101.6%

2013年 55,047 91.5% 32,795 86.8%

2014年 51,397 93.4% 28,410 86.6%

2015年1-3月 17,261 93.5% 5,733 60.8%

4-6月 11,589 102.2% 6,652 76.0%

7-9月 10,718 101.9% 7,456 80.3%

外衣

資料：経済産業省生産動態統計
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※業界の概要と大阪の地位と特徴は、平成24年１～３月期の調査内容を参照のこと
業種別景気動向調査　平成27年（2015）年10～12月期
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